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１月２２日（木）、フォーラムアキタ（秋

田市）において、組合員約１３０名が参加

し、「連合秋田２０２６春季生活闘争キック

オフ集会」を開催した。 

冒頭、小川会長は、「２０２５春季生活闘

争では、２年連続で大幅な賃上げを実現す

ることができた。しかし、生活の向上を実

感している人は少ない。２０２６春季生活

闘争では、生産性の向上などの成果が、賃金や労働条件の改善として確実に分配される仕組みを築い

ていくことが求められている。みんなで実質賃金を１％上昇軌道に乗せ、これからの賃上げノルム（社

会的規範）としていくことをめざす。ともに頑張ろう！」と力強くあいさつした。 

集会では、連合本部・小菅局長から情勢報告をいただき、その後に以下の内容で連合秋田２０２６

春季生活闘争方針を発表し、参加組合員みんなで勝利に向けて全力で取り組むことを確認した。 

【連合秋田２０２６春季生活闘争方針】 

〇賃金引上げ目安 16,000円以上・6％以上とし、その実現にこだわる。 

（内訳） 平均賃金２６２，０００円※の３％以上                 ７，８６０円以上 

定昇相当分※の過去 10年間積み重ね（1年・1歳間差）        ４，５００円 

格差是正分（地域間・規模間）                      ３，６４０円以上 

〇〇〇〇       ※ 連合秋田 202６地域ミニマム運動から算出 

〇パート・契約・派遣等で働く仲間の労働条件改善目安 時間額１２０円以上 

（内訳） 連合が掲げる時給１，３００円への早期到達と首都圏との額差是正を視野に、県内地場中小平均時給     

１，０８２円(連合秋田調べ)との差額の解消をめざす。 

 

  

 

春闘ニュース



【主な取り組み内容】 

① 賃金引上げ目安：総額 16,000円以上・6％以上とし、その実現にこだわる 

② パート・契約・派遣等で働く仲間の労働条件改善目安：時間額 120円以上 

③ 継続的な賃上げの全国的な機運醸成などに向けた連合アクションの展開 

④ 「政策・制度実現の取り組み」と社会対話の推進に向け、秋田県・秋田   

労働局・経済団体への「要請行動」の展開 

⑤ 組織拡大に向けた「連合秋田組織拡大プラン２０３０」や「連合 

秋田組合づくり応援ダイヤル」と連動した取り組みの推進 

労福事業団体からは、東北労働金庫秋田県本部・才村本部長、こくみん共済 coop 秋田推進本部・

澤田本部長より、２０２６春季生活闘争の勝利に向けた連帯のメッセージを頂いた。 

 

 

 

 

 

 

 

  【東北労働金庫・才村本部長】          【こくみん共済 coop・澤田本部長】 

 

【約１３０名の組合員が結集】          【方針を提起する佐藤副事務局長】 

☆キックオフ集会は、最後に連合秋田の小川会長の団結ガンバローで終了した。 

 


